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播磨灘南部シャットネラ赤潮発生予察情報 

  

酒井基介・湯浅明彦 
  

 シャットネラ赤潮発生の予察は，昭和 59 年度から水産庁の委託を受け 4 年間実施した「赤潮予察実

用化技術開発試験」の中で開発された手法を用いて昭和 63年度から試験的に運用を行っている。また，

その手法については，毎年の予察結果を検証する中で改良が加えられている。 

 情報の発行及び配布先は前年通りとした。 

1. 中期予察情報 

1) 予察方法 

 昭和 63 年から行ってきた，鳴門分場汲み上げ海水の水温と比重の平年偏差からシャットネラ赤潮

の発生を予察する方法は，近年的中率が低下している。このため，本年も昨年と同様に表 1に示した

手法を追加（手法番号：1・2・4・5・6）して予察を行った。 

表 1 播磨灘シャットネラ赤潮中期予察結果 

 

 

2) 予察結果 

 表 1に示したように，発生の可能性が大きいとするものが 1つ，可能性が小さいとするものが 1つ，

非発生とするものが 4つという結果であった。なお，本年は Chattonella赤潮は発生しなかった。 

2. 短期予察情報 

 平成 8年 6月 25日（第 1報）～9月 10日（第 12報）の間，毎週火曜日に赤潮発生予察短期情報を

作成し，向こう 1週間の赤潮発生・非発生について予察を行った。 

1) 予察方法 

 気象資料は週間天気予報を用い，プランクトンの出現動向と海況については週 2～3 回の調査結果

を用いた。また，水温と塩分については，鳴門市北灘町大浦地先に水温塩分計を設置し，1m層と 30m
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層について連続観測したデータも併せて用いた。 

2) 予察結果 

 予察結果及び予察の適否について，表 2に一括して示した。 

 全 12報についてほぼ的中した。本年の Chattonellaは平成 6・7年に比べると出現数は多かったが，

赤潮を形成する可能性を指摘したのは，台風接近時の 1回のみであった。 

表 2 播磨灘南部赤潮情報（週間予報）予察結果 

 

 


